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平成２６年もこの号が最終となります。 

早いものですね。常に使っている言葉ですが、一年は長いなーと感じている 

人も居られるのですから、一概に自分の思いだけで主張する訳にはいかないと 

考えます。自重しなくてはなりません。 

 

 

大相撲の９月場所で突如として存在を示した、新入幕の力士“逸ノ城„ 

恵まれた体（からだ）を武器にして活躍したことは驚きとともに期待でもあり 

ました。しかし、先月の九州場所では関脇に昇進して、それがかなりの負担に 

なっていたようですね。 

優秀な力士などは、突如として現われ、出来てしまってから大したものだね 

ということが多い経験ですが、この“逸ノ城„に関しては、コレカラのまさしく 

『逸材』ですので、活躍を見守りたいと思います。 

 

 

衆議院の総選挙です。 

消費税の問題、原発再稼働、秘密保護法案等々課題は沢山あるようですので、 

各候補者の意見を良く・しっかりと聞いて、また政党の主張も考慮して大切な 

選挙権を行使したいと考えております。 

皆さんにとってもこれからの医療・介護更には年金等の問題も絡んでくること 

ですので、棄権すること無く投票して下さい。 

 

『このことは、権利であると同時に、義務でもあるのです。』 

 

 

暑い夏から秋が短くて、冬になってしまった感が有る今年でしたが、来年も 

短い春と突然襲ってくるような猛暑が繰り返されるのでしょうか？ 

極端な天候は全て地球温暖化で起こっているのだと言われております。 

省エネや物を大切に使いこなすこと等で、少しでも温暖化が抑えられれば、 

うれしいことです。 

私たちが出来ることを常に小さく評価しないで、大きく考えて行動しましょう。 

  『自信を持って行動する事』を来るべき新年の課題としてみようと考えます。 

 

 

 

風邪の季節ですので、皆さま気をつけて良いお年をお迎えください。 

 

                  平成２６年１２月  院長 清冶 邦夫 

 


